
今
、
ふ
れ
あ
い
の
村
で
は
・
・
・

＜赤ちゃんからお年寄りまで、 みんなが先生です！＞

　

昼
夜
の
気
温
差
が
十
度
を
超
え
る
日
も
あ
り
ま
す
が
、
日
中
は
過
ご
し
や

す
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

◆
村
内
の
植
え
込
み
の
根
本
に
小
さ
な
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
シ
ュ
ン
ラ
ン

で
す
。
日
本
を
代
表
す
る
野
生
の
ラ
ン
で
全
国
に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
春

に
咲
く
こ
と
か
ら

「
春
蘭
」
と
書
き
ま
す
。
花
言
葉
は

「飾
ら
な
い
心
」
「控

え
め
な
美
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
ひ
っそ
り
と
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る

そ
の
姿
は
ま
さ
に
花
言
葉
の
通
り
で
す
。

◆
春
に
な
り
生
き
物
が
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
村
内
で
頻
繁
に
見
か
け

る
の
は
カ
エ
ル
の
仲
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
溜
ま
り
水
な
ど
に
は
大
き
な
ヒ
キ

ガ
エ
ル
が
卵
を
産
み
に
集
ま
って
い
ま
す
。
形
状
は
ひ
も
状
の
卵
塊
で
あ
り
、
千

五
百
～
一
万
四
千
個
も
の
数
の
卵
を
産
む
そ
う
で
す
。

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　自然のたより

　
　

アズマヒキガエル        二ホンアマガエル

　キランソウ 　　　　 シュンラン

　　　　　　 キイチゴ 　　　ムラサキケマン

　
　
　
　
　
　
　

金
時
山

　

足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
く
と
し
た
ら
、
明

神
ケ
岳
か
金
時
山
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

南
足
柄
市
で
標
高
が
一
番
高
い
金
時
山
は
、
千
二
百
十
二
メ
ー

ト
ル
と
気
軽
に
登
山
が
楽
し
め
る
高
さ
で
す
。

金
時
山
頂
か
ら
は
、
富
士
山
や
箱
根
、
相
模
湾
も
見
渡
せ
る
の
で

「
や
っ
た
！
登
頂
し
た
～
！
」
と
い
う
達
成
感
が
味
わ
え
ま
す
。

　

初
夏
に
は
、
シ
ロ
ヤ
シ
オ
と
い
う
白
く
て
気
品
の
漂
う
花
が
見

ら
れ
ま
す
。
シ
ロ
ヤ
シ
オ
は
別
名
ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
と
い
い
、
愛
子

様
の
お
印
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
お
勧
め
の
道
は
、
山
頂
か
ら
乙
女
峠
に
つ
な
が
る
道
で
す
。

手
で
触
れ
る
く
ら
い
近
く
に
大
き
め
の
花
が
咲
き
、
そ
れ
を
眺
め

な
が
ら
歩
け
ば
非
日
常
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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　暖かな陽射しになりましたね。
植物の芽がタイミングを合わせたかの
ように一斉に咲き始め、 日に日に村
内が色づき始めました。
◆陽当たりの良い沿道でクリーム色
の小さな花をたくさんつけた木々をこ
の時期よく見かけます。 キブシです。
「木五倍子」 と書きますが、 秋に熟
す果実を染料の原料である五倍子
（フシ） の代用として使ったことに由来
しています。 染料の色は黒色で昔の
既婚女性の御歯黒に使われていた
そうです。
◆葉の上でテントウムシに似た昆虫が
日光浴をしていました。 イタドリハムシ
です。 ハムシの仲間としては大柄で
カメノコウムシの別名があります。
背中の紋は様々あり、 赤味が強い
ものや、 黒が多く赤色紋が 8 つに孤
立する個体などがあります。
色々な紋を探しながら散策するのも
楽しいかもしれませんね。

 

※今後、変更等がある可能性がありますので『足柄ふれあいの村』のホームページを随時ご確認ください。

小
さ
き
も
の
た
ち

   　

★フィールドワーク★ 野外を探検・調査・観察することを
フィールドワークといいます。

【イベントのご紹介】 ※お問合せは、足柄ふれあいの村に電話（0465-72-2010）されるか、
   『足柄ふれあいの村』のホームページにアクセスしてください。

　

春
が
来
た
よ
と
知
ら
せ
に
来
て
く
れ

て
い
る
み
た
い
に
黄
色
い
チ
ョ
ウ
が
ひ

ら
ひ
ら
飛
ん
で
よ
く
目
に
つ
く
よ
う
に

な
っ
た
ね
。
今
頃
の
時
季
に
見
る
の
は

キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
が
多
い
よ
。

　

キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
は
ネ
ム
ノ
キ

な
ど
の
マ
メ
科
の
は
っ
ぱ
が
大
好
き
。

だ
か
ら
お
母
さ
ん
チ
ョ
ウ
は
マ
メ
科
の

は
っ
ぱ
に
卵
を
産
み
付
け
る
ん
だ
。
幼

虫
が
生
ま
れ
て
緑
色
の
は
っ
ぱ
を
モ
リ

モ
リ
食
べ
て
大
き
く
な
る
。
そ
の
後
さ

な
ぎ
に
姿
を
変
え
る
と
動
か
な
く
な
っ

て
、
あ
る
日
さ
な
ぎ
の
中
か
ら
チ
ョ
ウ

が
現
れ
る
よ
。
大
変
身
だ
ね
。

　

そ
し
て
冬
の
間
は
じ
っ
と
し
て
い
て

春
を
待
つ
ん
だ
。
チ
ョ
ウ
の
姿
で
春
を

迎
え
る
か
ら
暖
か
く
な
る
と
い
ち
早
く

飛
び
回
っ
て
春
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ
。

　　

　　　「フォレスターキッズキャンプ」のご案内
小学校低学年だけのお泊りキャンプです。夏の自然体験活動を通じて友だち
作りや、みんなで美味しいごはん作りに挑戦します。
※①と②は同じ内容になります。
実  施  日）① 令和７年７月１２日  （  土 ）～１３日    （日）    【１泊２日 】
　　　　     ②  令和７年７月２６日  （  土 ）～ ２７日（日）【１泊２日 】  
会　　場）足柄ふれあいの村　　
対　　　象） 小学校１年生～小学校３年生　　　　
定　　員）　各回３５人　　
参  加  費） 各回８,３００円
申込期間）  ①令和7年５月５日 (月) ～令和7年６月６日 (金)
　　　　　   ②令和7年５月５日 (月) ～令和7年６月 20 日 (金)

★来月のファミリーコミュニケーションの日 ：6月 1日（日）

10:00～12:00 《自然観察会》カエルやチョウの卵・幼虫を観察しよう！

※参加費は無料です。
※ﾌｧﾐﾘｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動の一環として、毎月、第一日曜日に開催中です。
※申込み・問合せは電話などでお気軽にどうぞ。

　　 イタドリ  シャガ

　イタドリハムシ 　　　キブシ

キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
と
幼
虫
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